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看護学科                   教授               河原 加代子 

【論文】 

1) 平原優美，河原加代子，早野貴美子，黒澤泰子，習田明裕：在宅ケアで活用できる『温罨法を併用した手の

マッサージ法』の生理的・心理的効果，日本看護技術学会誌，17, 71-79, 2018 

2) 宮崎紀枝，河原加代子：保健師による事業化に必要なストラテジーの構造－活動とその成果の因果モデル－，

日本地域看護学会誌，21(2), 4-13, 2018 

【Misc】 

1) 河原加代子：平成 29 年度訪問看護ステーション管理者・指導者育成研修 研修報告書：東京都福祉保健

財団，2018.03 

2) 河原加代子（代表）：平成 28-30 年度科学研究費 基盤研究（B）報告書，患者－看護師相互作用プロセス

におけるケア効果を引き出す最適プロセス設計の開発，2019.03 

【講演・口頭発表】 

1) Hayano K; Kawahara K; Yuki M: Construction of an educational material frame focusing on Risk-communication in large-scale 

earthquake, the World Bosai Forum- IDRC, Sendai, November, 2018 

2) Yuki M; Hayano K; Kawahara K: Mental health among healthcare professional living in temporary housing in Fukushima prefecture 

after the Fukushima nuclear disaster, the World Bosai Forum- IDRC, Sendai, November, 2018 

3) Nakano R; Kawahara K; Kurosawa Y: Knowledge and Measures about Knee Joint Pain of Japanese  Senior Female Citizens, 

the 22th East Asian Forum of Nursing Scholars（EAFONS）, 2019 

4) 中野理恵, 河原加代子,黒澤泰子：都市居住女性高齢者の膝関節痛の認識と対処に関する質的研究.第 23

回日本在宅ケア学会,2018 

5) 河原加代子，早野貴美子，結城美智子：ヘルスリスク・コミュニケーションに焦点化した災害看護の教育教材

の検討（第１報）.第 38 回日本看護科学学会,2018.12 

6) 早野貴美子，河原加代子，結城美智子：ヘルスリスク・コミュニケーションに焦点化した災害看護の教育教材

の検討（第２報）.第 38 回日本看護科学学会，2018.12 

7) 平原優美，河原加代子：訪問看護師による地域住民を対象とした『温罨法を併用した手のマッサージ法』の生

理的・心理的効果：第 38 回.日本看護科学学会，2018.12 

8) 河原加代子：「住みなれたまちで自分らしく生きる」；からだを整える呼吸（息・生き）のはなし，在宅医療・介護連

携推進事業－地域住民への普及啓発講演会－，西多摩地域広域行政圏協議会主催，2018.11 

【競争的資金等の研究課題】 

1) 河原加代子：平成 30 年度科学研究費 基盤研究（B），患者－看護師相互作用プロセスにおけるケア効果を

引き出す最適プロセス設計の開発 

2) 河原加代子：平成 30 年度科学研究費 基盤研究（B），福島原子力災害による長期避難者への健康支援と

評価：アクションリサーチ 

3) 河原加代子：平成 30 年度科学研究費 基盤研究（C），災害時の健康危機を支えるヘルス・リスクコミュニケー

ションのアルゴリズム開発 

  




